
７５歳到達月の患者負担の限度額が２倍となることについて

４月 ５月 ６月７５歳年齢到達日

自己負担限度額
４４，４００円

自己負担限度額
４４，４００円

自己負担限度額
４４，４００円

自己負担限度額
４４，４００円

国保
（健康保険）

長寿医療

国
保
（
健
康
保
険
）
→
長
寿
医
療

【概要】
月の途中で７５歳の誕生日を迎えて長寿医療制度（後期高齢者医療制度）の

被保険者となる場合、それまで加入していた医療保険制度（国保・被用者保険）
で自己負担限度額まで負担し、長寿医療制度でも自己負担限度額まで負担す
ることとなることから、被保険者から見れば、一部負担金等の額が前月と比べ
て２倍となることが生じうる。
※ ６月１２日の政府・与党とりまとめにおいても「加入関係の変化に伴う問題についても、併せて検討する。」と
されており、早急な対応が求められている。

【現状】（自己負担限度額の区分が一般の場合）

７月

４４，４００円 ８８，８００円 ４４，４００円



「７５歳到達月における自己負担限度額の特例」の創設について

４月 ５月 ６月７５歳年齢到達日

自己負担限度額
４４，４００円

自己負担限度額
４４，４００円

国保
（健康保険）

長寿医療

【対応】
７５歳到達月については、誕生日前の医療保険制度（国保・被用者保険）と誕

生日後の長寿医療制度における自己負担限度額を本来額の２分の１に設定す
る。
→（７５歳到達月における自己負担限度額の特例）

これにより、誕生月における自己負担限度額の合計は前月と同様になり、月
の途中に７５歳になることに起因して、一部負担金等の額が増額となることは解
消される。

【具体例】（自己負担限度額の区分が一般の場合）

７月

自己負担限度額
２２，２００円

自己負担限度額
２２，２００円
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（注１） 金額は１月当たりの限度額。（ ）内の金額は、多数該当（過去１２ヶ月に３回以上高額療養費の支給を受け４回目の支給に該当）の場合。

（注２） 「７５歳到達月における自己負担限度額の特例」における １％部分は、長寿医療制度における医療費が、133，500円を超える部分について、１％を負担する。

（注３） 「７５歳到達月における自己負担限度額の特例」は、個人ごとに限度額を適用する。なお負担すべき額がある場合は、通常の限度額で世帯合算を行う

（注４） ７０歳から７４歳の自己負担限度額については、２０年度における自己負担限度額である。

【７５歳の誕生月以外】 【７５歳の誕生月】
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「７５歳到達月における自己負担限度額の特例」の設定方法について
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